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３．マスタメンテナンス
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(１) 得意先マスタメンテナンス

起動直後には、次の表示がなされます。

「機能」から、選択して下さい。（１～４、を入力）

登録：新規にマスターを作成します。

更新：現在登録されている内容を変更します。

削除：現在登録されている内容を削除します。

参照：現在登録されている内容を参照します。

「削除」と「参照」では、何も入力できません。実行してよいかどうか聞かれるので、応答

して下さい、「削除」の場合はすぐにデータが消えます。

「登録」では、新しいコードを入力し、続けて必要な項目を入力して下さい。同じコードが

すでに登録されているとエラーになります。

「更新」では、すでに記録されている内容を呼び出して、部分的に変更をします。
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「機能」選択中のときには、以下の表示があります。

いづれかをクリックして，一覧表を作ることができます。

得意先一覧表：登録されている得意先の内容をリストします。

このまま実行すれば、すべての得意先がリストされます。

範囲の指定を行うと、その範囲内の得意先だけが対象になります。複数の範囲指定を行うと、

絞り込みができます。

「新規削除」～「変更理由」については、それぞれのコードを入力すると、それに該当する

得意先だけがリストされます。
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自振一覧表：口座振替として登録されている得意先をリストします。

銀行番号は、４桁の数字で、委託番号は、３桁で指定して下さい。から、までに何も入れない

と、全部を指定したことになります。

条件、開始年月、委託区分で絞り込みができます。

開始年月は、口座振替を開始する予定の年月です。（このシステムでは使用しません）
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保証金一覧表：保証金のある得意先をリストします。

このまま実行すれば、保証金のあるすべての得意先がリストされます。

機能：

１．一覧表 リスト形式で明細を印字します。

２．合計 営業書ごとの合計を印字します。

範囲：

得意先の抽出範囲を指定します。省略するとすべてを対象にします。

担当指定：

０．指定なし チェックしません。

１．預かり担当 保証金を預かった担当者で抽出します。

２．精算担当 保証金を返金（精算）した担当者で抽出します。

日付指定：

０．指定なし

１．預かり日 指定日付内で預かった得意先を抽出します。

２．精算日 指定日付内で精算した得意先を抽出します。

３．更新日 保証金マスタを精算した日付で抽出します。

４．預かり入力日 指定日付内でコンピュータに預かり入力を行った得意先を抽出します。

５。精算入力日 指定日付内でコンピュータに精算入力を行った得意先を抽出します。

当月の日付範囲が最初に表示されています。
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請求一覧表：請求書を出力する得意先をリストします。

実行すると、最初に次のような画面が表示されます。

チェックが終わると消えますが、途中でエラーがあると停止します。そのとき表示されている

得意先コードを見て、マスターを参照して下さい。親子関係になっている得意先で、請求方法

や、締め日に矛盾があります。

続けて、次の画面が表示されます。

範囲：締め日で抽出範囲を指定します。

省略すると全部の締め日が対象になります。

得意先範囲も同様です。
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担当：

１．営業担当 営業担当者で範囲指定を行います。

２．検針担当 検針担当者で範囲指定を行います。

３．集金担当 集金担当者で範囲指定を行います。

０．指定なし

集金日：集金日で抽出範囲を絞り込みます。

省略すると、集金日でのチェックは行いません。

条件１：任意の指定を行って下さい。

１：全部

２：自振の得意先だけ

３：自振でない得意先だけ

４：親子関係になっているもの

条件２：印刷用紙区分での指定。（このシステムでは使用しません）
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(２) 商品マスタメンテナンス

「機能」から、選択して下さい。（F1～F4、または画面をクリック）

登録：新規にマスターを作成します。

更新：現在登録されている内容を変更します。リストが表示されます。

削除：現在登録されている内容を削除します。リストが表示されます。

参照：現在登録されている内容を参照します。リストが表示されます。

「削除」と「参照」では、何も入力できません。実行してよいかどうか聞かれるので、応答

して下さい、「削除」の場合はすぐにデータが消えます。

「登録」では、新しいコードを入力し、続けて必要な項目を入力して下さい。同じコードが

すでに登録されているとエラーになります。

「更新」では、すでに記録されている内容を呼び出して、部分的に変更をします。

「機能」選択中のときには、［一覧表印刷］をすることもできます。
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(３) ガス料金表を計算式で作成

「機能」から、選択して下さい。（F1～F4、または画面をクリック）

登録：新規にマスターを作成します。

更新：現在登録されている内容を変更します。リストが表示されます。

削除：現在登録されている内容を削除します。リストが表示されます。

参照：現在登録されている内容を参照します。リストが表示されます。

「削除」と「参照」では、何も入力できません。実行してよいかどうか聞かれるので、応答

して下さい、「削除」の場合はすぐにデータが消えます。

「登録」では、新しいコードを入力し、続けて必要な項目を入力して下さい。同じコードが

すでに登録されているとエラーになります。

「更新」では、すでに記録されている内容を呼び出して、部分的に変更をします。

表示した状態で、［料金表印刷］（Ａ４用紙）を実行することができます。

「機能」選択中のときには、［一覧表印刷］をすることもできます。
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(４) リースデータのメンテナンスと一覧印刷

１得意先に、８個までのリース明細を登録することができます。回数は、９９回までです。

開始年月以降の年月になると、月次更新時に自動的に売上伝票を作成します。

残回数が０になると請求しませんが、明細は削除しません。「未使用」表示となります。
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(５) お知らせマスターメンテナンス

ハンディ検針時に選択できる、「得意先へのお知らせ文言集」です。

ハンディで、実際に印刷できる文字数は、全角で５０字までです。

「機能」から、選択して下さい。（F1～F4、または画面をクリック）

登録：新規にマスターを作成します。

更新：現在登録されている内容を変更します。リストが表示されます。

削除：現在登録されている内容を削除します。リストが表示されます。

参照：現在登録されている内容を参照します。リストが表示されます。

「削除」と「参照」では、何も入力できません。実行してよいかどうか聞かれるので、応答

して下さい、「削除」の場合はすぐにデータが消えます。

「登録」では、新しいコードを入力し、続けて必要な項目を入力して下さい。同じコードが

すでに登録されているとエラーになります。

「更新」では、すでに記録されている内容を呼び出して、部分的に変更をします。

「機能」選択中のときには、［一覧表印刷］をすることもできます。
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(６) 預金口座振替得意先一覧表印刷
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(７) ガス料金表印刷

印刷例：
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(８) 料金表別得意先一覧

料金区分指定

１：該当料金番号の得意先数を数えます

２：該当料金番号の得意先一覧を印字します。
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(9) 割賦データの入力

売上明細の入力時に、「割賦」とした場合に、ここで請求内訳を作ります。

請求内訳は、最大で１２回です。それ以上に登録する場合は、開始年月を１年ずらして使用し

ます。

Ｎは、１から９まで指定できます。

上記の例は、「１」を選択して、登録内容を下の段に表示したものです。

登録は、「商品コード」「販売価格」「開始年月」「回数」「月額」(1-12)に対して行います。

販売価格は、売上時の割賦合計と一致していなければなりません。

月額の合計は、販売価格と同じでなければなりません。

開始年月は、当月以降を指定します。

Ｎを０とすると、更新処理になります。

すでに登録されている内容を修正したい場合は、一度削除し、もう一度登録し直します。［Ｄ］

の欄にカーソルが止まるので、削除してよければ、ここに「Ｄ」を入力します。
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(10)アラカルト

名簿、一覧表を作るための便利なプログラムです。

画面にある、任意の項目の組み合わせで、一覧表を作成できます。
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(12)解約マスターの作成

このプログラムは、主に引っ越しを目的とした得意先コードの変更を行います。引っ越し処理

は、現在の得意先コードの内容を、別のコードに移して、現在のコードを「空き室」にすることで

行います。住所は変わらないので、１つの部屋にコードが２つ存在することになります。

新しい人が入居したときには、「空き室」をメンテナンスします。名前と電話番号、及び入居日

程度の変更で済むはずです。（必要ならば、自振情報も）

解約した得意先は、検針はできませんが、請求はできる状態になっています。残高がなくなった

時点で抹消すればよいでしょう。

機能１

現在の得意先コードを、別のコードに変更します。

変更したコードに、すべてのデータが移り、旧コードは無くなります。

機能２

引越時に、現使用コードを、別のコードに移し、売掛金等の明細もそちらに引き継いで、元の

コードの得意先名称を「空き室」にします。

このとき、使用している器具を、新しいコードに移すかどうかのオプションを選択できます。

機能３

単に、得意先を「解約状態」にします。
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(13)アラカルト

名簿、一覧表を作るための便利なプログラムです。

画面にある、任意の項目の組み合わせで、一覧表を作成できます。


